
くしろ丹頂  

「酪農・農業に関するクイズ」で理解を深めて!!
（くしろ冬まつり　右前　当ＪＡ青年部：瀬戸賢

よしのり

成部長）
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二
月
一
、
二
日
の
二
日
間
、
釧

路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
く
し
ろ
冬
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の

来
場
者
が
集
ま
る
中
、
食
品
ま
つ

り
、
消
費
者
ま
つ
り
、
ビ
ン
ゴ
大

会
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
青
年
部
協
議
会
は
、

「
酪
農
・
農
業
に
関
す
る
ク
イ
ズ
」

や
根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行
な

い
、
ご
来
場
の
皆
様
方
に
大
変
好

評
で
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
瀬
戸
賢
成
部

長
は
、「
根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲

は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
牛
乳
を

飲
ん
で
頂
く
た
め
、
安
心
・
安
全

を
配
慮
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
子
供
向
け
に
チ
ョ

コ
・
い
ち
ご
味
を
加
え
、
飲
み
や

す
い
工
夫
も
し
て
お
り
ま
す
。
酪

農
・
農
業
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
は
、

現
状
を
よ
り
理
解
し
て
頂
く
た

め
、
牛
や
牛
乳
に
関
す
る
こ
と
、

食
料
自
給
率
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に
つ

い
て
答
え
合
わ
せ
を
そ
の
場
で
行

な
い
、
部
員
が
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、
反
応
も
上
々
で
す
。」
と

確
か
な
手
応
え
を
つ
か
ん
で
お
り

ま
し
た
。

酪農クイズに興味津々
（左前　当ＪＡ青年部　石黒隆行副部長）

根釧牛乳の無料試飲・子供向けも好評

　釧路地区青年部協議会
「くしろ冬まつり2014」 で根釧牛乳・酪農をアピール!!
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二
月
十
四
日
、
鶴
居
村
総
合
セ

ン
タ
ー
で
当
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興
会
主

催
に
よ
る
酪
農
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

組
合
員
及
び
各
関
係
者
合
わ
せ

て
七
十
二
名
が
参
加
し
、
き
く
ち

酪
農
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会

社 

代
表
取
締
役 

菊
地 

実
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
周
産
期
疾
病
対
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

分
娩
後
や
乾
乳
期
間
に
牛
が
痩

せ
る
こ
と
が
牛
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
栄
養
分

配
説
、
成
長
の
波
と
太
る
・
痩
せ

る
の
波
を
知
る
こ
と
、
目
の
前
に

い
る
牛
の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
対
応
す
る
か
が
肝
要
で
あ
る

こ
と
。
周
産
期
の
牛
と
水
の
関
係

と
し
て
、
牛
の
体
・
ル
ー
メ
ン
微

生
物
と
水
に
つ
い
て
、
対
策
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
、
水
質
と
水
量
そ
し

て
実
行
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
行

な
わ
れ
、
情
報
交
換
な
ど
も
行
な

い
な
が
ら
、
酪
農
祭
は
盛
会
裏
に

終
了
し
ま
し
た
。

酪農振興会「酪農祭」開催
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氷上綱引きで盛り上がりました。

おふくろの味　芋団子汁

美味しい根釧牛乳をどうぞ‼

　

二
月
九
日
、
鶴
居
村
総

合
セ
ン
タ
ー
前
庭 

野
外
ス

テ
ー
ジ
で
、
第
二
十
七
回 

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
テ
ン
ト
屋
台

が
並
び
、
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
う
中
、青
年
部
鶴
居
支
部
は
、

根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行
な
い
ま
し

た
。
体
が
芯
か
ら
温
ま
る
ホ
ッ
ト
ミ
ル

ク
を
提
供
し
、
子
供
向
け
の
バ
ナ
ナ
・

イ
チ
ゴ
・
チ
ョ
コ
味
な
ど
も
用
意
さ
れ
、

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

女
性
部
鶴
居
支
部
は
、
自
家
産
の
い

も
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
お
ふ
く
ろ

の
味
・
芋
団
子
汁
」を
格
安
で
販
売
し
、

手
作
り
で
ア
ツ
ア
ツ
の
芋
団
子
汁
は
、

お
客
様
か
ら
も
大
変
お
い
し
い
と
好
評

で
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鳴
き
声
コ
ン
テ

ス
ト
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
、
氷
上

綱
引
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ

大
変
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

開
催

　「
根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
」  

青
年
部 

鶴
居
支
部

　「
芋
団
子
汁
」
販
売  

女
性
部 

鶴
居
支
部
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金融課からのお知らせ

購買部からのお知らせ

消費税改正に伴い４月１日より振込手数料等が変更になります。

　尚、金融事業に関する各種手数料も変更になりますので、詳しくは金融
窓口へお問い合わせ願います。

ＪＡくしろ丹頂　

　４月１日より消費税率（８%）の引き上げに伴い、当ＪＡ各購買事

業の店頭商品の価格表示につきましては、消費税相当額８%を含んだ

支払総額表示（生活部門においては、本体価格・総額併記の二重表示）

にて対応させていただきますので、引き続きご利用賜わりますよう、

よろしくお願い申し上げます。

なお、詳しくは各購買窓口の担当者へお問い合わせ願います。

＊当ＪＡにある口座への振込は無料です。
＊金融窓口は１５：００までとなっておりますが、振込依頼の時間や件数によっては当日中の
振込ができない場合がございます。

振込の種類 振込金額(手数料は除く) 手数料

電信扱
振込依頼日の当日の入金になります。

１万円未満 ４３２　円
１万円以上５万円未満 ５４０　円
５万円以上 ７５６　円

文書扱
振込依頼日の１～３営業日後の入金に
なります。

１万円未満 ３２４　円
１万円以上５万円未満 ４３２　円
５万円以上 ６４８　円

消費税率変更に伴う当JA事業からのご案内
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「タオルを贈る運動」メッセージ
パルシステム生活協同組合連合会「こんせん７２牛乳」利用者の方々より、酪農生産者の皆様へ
贈られたタオルとともに、お礼のメッセージをいただいております。ここでは、その一部をご紹介
させていただきます。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
～
窒
素
の
量
に
つ
い
て
～

　

最
近
、
農
業
者
と
の
会
話
で
、「
今

年
の
一
番
草
は
力（
牛
乳
）が
な
い（
出

な
い
）」と
聞
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
価
の
高
い
牧
草
を
収
穫
す
る
た

め
に
、
栽
培
管
理
の
基
本
で
あ
る
施
肥

（
肥
料
を
ま
く
こ
と
）
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

肥
料
成
分
に
は
窒
素
（
チ
ッ
ソ
）、

リ
ン
酸
、
カ
リ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
牧
草
生
育
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
窒
素
は
重
要
な
働
き

を
し
ま
す
。

　
「
北
海
道
施
肥
ガ
イ
ド
」
に
は
牧
草

を
十
分
収
穫
す
る
た
め
に
必
要
な
窒
素

量
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
メ
科
牧
草

の
割
合
で
窒
素
量
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

下
右
写
真
は
マ
メ
科
率
区
分
１
、
下

左
写
真
は
マ
メ
科
率
区
分
４
で
す
。「
区

分
１
」
は
更
新
し
て
間
も
な
い
ほ
場
で

あ
り
、
栄
養
価
の
高
い
マ
メ
科
牧
草
が

多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
区
分
４
の
ほ

場
は
更
新
後
年
数
が
経
過
し
た
ほ
場
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

マ
メ
科
牧
草
で
は
、
生
育
に
必
要
な

窒
素
は
共
生
す
る
根
粒
菌
が
空
中
か
ら

取
り
込
む
の
で
、
イ
ネ
科
牧
草
ほ
ど
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
窒
素
を
多
用

す
る
と
、
イ
ネ
科
牧
草
の
生
育
量
は
増

加
し
ま
す
が
、
マ
メ
科
牧
草
で
は
根
粒

菌
活
性
が
阻
害
さ
れ
生
育
量
は
抑
え
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

新
し
い
ほ
場
ほ
ど
肥
料
を
多
く
ま
い

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
牧
草
が
青
く
な
る

頃
、
ほ
場
へ
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。
ま

た
、
実
際
の
肥
料
の
量
を
決
め
る
時
に

は
、
是
非
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

下
さ
い
。

（
平
成
二
十
六
年　

二
月
作
成
）

牧
草
の
施
肥

写真１　マメ科率区分１の牧草地写真２　マメ科率区分４の牧草地

成分名 はたらき 牧草を工場に
例えると　　

チッソ
作物の体を作るタンパク
質や葉緑体タンパク質を
構成する成分

原料

リ　ン
タンパク質合成に必要な
核酸や生育に必要なエネ
ルギーの構成成分

労働者

カ　リ
炭水化物の移動、タンパ
ク質を合成する制御機構
にかかわる

運搬トラック

マメ科率区分 マメ科率（重量比） 窒素 肥料A

1 30%以上 3.0 18

2 15 ～ 30% 4.0 27

3 5 ～ 15% 6.7 44

4 5%未満 10.7 74
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お詫びと訂正

①�２月号の３頁、釧路西部ジュニアホルスタインクラブ加工体験教室の中で、間違
いがございました。お詫び申し上げますとともに、改めて訂正させて頂きます。

　ジュニアホルスタインクラブ代表者 →（誤）五十嵐政敏さん　（正）田口秀男さん
②�２月号の最終頁、理事会報告で間違いがございましたので訂正させて頂ます。
　（誤）１２月臨時理事会　　（正）１２月定例理事会

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成25年度 　生乳生産実績（2月）

月計乳量（kg） ２月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,447,056.0 95.4 90,235,468.9 98.6

（鶴居地区） 2,496,511.1 97.0 30,243,005.9 97.3

（幌呂地区） 1,955,715.6 93.9 24,030,696.1 100.7

（白糠地区） 1,613,266.2 92.3 19,604,253.0 94.7

（音別地区） 1,381,563.1 98.6 16,357,513.9 102.8

管 内 計 39,668,723.4 94.4 484,211,009.5 98.3

（前年度管内計） 42,032,831.2 492,618,913.7

理　事　会　報　告
２月定例理事会　平成26年2月27日（木）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
付議事項�
議案第１号　組合員の資格審査について
議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　�大口信用供与先に対する融資の

承認について
議案第４号　�平成２６年度監査計画の策定に

ついて
議案第５号　内国為替手数料の変更について

議案第６号　諸規程等の制定について
議案第７号　固定資産の取得について
議案第８号　従業員に対する年度末賞与の支
給について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．平成２５年度決算処理方針（案）について
２．平成２６年度事業計画（案）について
３．第２次「地域農業振興・ＪＡ中期経営計画」

（案）について
４．チャレンジ60「946運動」酪農シン

ポジウムについて
５．当面の業務日程について

□くしろ冬まつりが開催され取材をさせて頂き、釧路青年部協議会による酪農クイ
ズでは、設問にそうだったのかと自分も学ぶところがあり、また消費者の皆様方
の関心の高さも知ることが出来ました。

□全道青年部協議会のホームページに、以前新聞に掲載された記事で、私の主張「い
ただきます。ごちそうさま。」について「命を頂き、もてなしへの感謝の気持ち
が込められている。」という言葉の持つ意味、そして「食べ物を大切に思う心、
日本の食文化、豊かな食を楽しもう」という内容が大変印象に残りました。

辞  令  発  令 氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

平成26年３月１日付 松　井　宏　篤 白糠支所　家畜改良課家畜改良係 音別支所　燃料課音別給油所係
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